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昭
和
四
十
六
年
五
月
三
日
は
、
わ
が
国
の
基
本
法
で
あ
る
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
二
十
五
周
年
に
当

た
る
。
日
本
国
憲
法
の
主
権
在
民
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義
の
三
原
則
は
将
来
と
も
日
本
国
政
府
並
び

に
日
本
国
民
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
の
基
本
方
針
で
あ
る
。
政
府
は
か
つ
て
憲
法
記
念
祝
典
行
事
を
行

な
つ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
は
、
絶
え
て
、
こ
れ
を
行
な
つ
て
い
な
い
。
こ
の
憲
法
施
行
二
十
五
周
年
を
機

会
に
政
府
は
毎
年
、
憲
法
の
精
神
を
国
民
に
周
知
す
る
意
味
か
ら
も
祝
典
行
事
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

 
右
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